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ワクチンってなぁに?
～よくわかる予防接種～

予防接種は、予防接種法で「疾病の予防に有効であることが確認されているワクチンを人体に注射、また
は接種すること」と定義されています。
予防接種を行う目的は大きく分けて
①個人防衛…ワクチンを打った人本人が感染することを防ぐこと
②社会防衛…人から人へ感染が広がるのを防ぎ、社会に病気が蔓延しないようにすること

の二つがあります。

裏へ続きます →

予防接種とは?

ワクチンとは?
ワクチンとは予防接種に使用する薬剤の事で、細菌やウイルスの毒性を弱めたり、無くしたものです。投
与することで病気への免疫ができ、病気の発症を予防したり、症状を軽度で済ませる効果があります。
既存のワクチンには生ワクチンと不活化ワクチンがあります。生ワクチンは病原体を弱毒化したもの、不
活化ワクチンは病原体の一部の成分が入ったものです。この大きな違いとして、生ワクチンは弱く病気に
感染させて免疫を獲得するのに対して、不活化ワクチンは成分に対して炎症反応が起こることはあります
が、感染することはないということです。このことから、生ワクチンは妊婦や免疫不全者は接種すること
はできません。トキソイドという種類のワクチンもありますが本質的には不活化ワクチンと同じです。
コロナウイルスワクチンはｍRNAワクチンという新しい種類のワクチンになります。

定期接種と任意接種
予防接種には定期摂取と任意接種があります。これらの最も大きな違いは料金です。定期接種は無料、任
意接種は有料と考えましょう。また、健康被害が起こった際にはどちらも補償を受けることができますが、
任意接種の場合は医薬品医療機器法の対象となるため、定期接種よりも補償額が少なくなります。
また、気を付けなければならないのは定期接種には対象年齢があることです。それぞれ決められた時期に
接種を受ける必要があります。



ご存知ですか?予防接種後健康被害救済制度

定期接種で健康被害を受けた場合、予防接種健康被害救済制度により保障を受けることができます。予防接
種により健康被害が起こることは稀ですが、もしもの時のために補償する制度があります。
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